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にMethotrexate 30mg/mZ， 2日目にVinblastine3 mg/ 









specific lysis (%SL) は%SL=(cpm test-cpm 
medium) / (cpm MAX -cpm min) X 100で計算した。
Lytic unitはcytotoxictitoration curveを描き， 5 X 
103個のtargetの20%を傷害するのに必要なEffector数































































Vinblastine 3昭/ぱ， Doxorubicin30mg/m¥ Cis-plati-
















418 .4:t 177 .4LUと上昇した。化学療法により減少した
リンパ球が最大になるのには，34.3:t9.0日を要した。
以上のように，化学療法により NK活性， LAK様活性
が上昇することが判明し，化学療法剤の投与にこのよ
うな免疫機構の考慮、が必要であることを発見した。
研究科委員会は審査委員の報告にもとづきこれを討
論に付して審議した結果，本論文は医学の進歩に貢献
するところ大であって，学位に価するものとして合格
と判定した。
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